





Théodore vierge et martyre は1645年の暮頃にマレー座で初演された。コル



































































































































































































も、マザランが観劇したロスピリオージ Giulio Rospigliosi の『聖テオドー

















ルー Jean de Rotrou (1609-1650)が、『ポリュークト』と並び称される宗教













































































































































































































































































　アレクサンドル・ヴァレ Alexandre Varet (1632-1676) の『子供のキリス
ト教教育について』De l'éducation chrétienne des enfants は1666年に出版さ
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